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天
界
第
四
號
（
第
一
巻
）

大
正
十
年

二
月
號

土
星
輪
の
清
失

理
學
士

山
本
一
清

　
　
　
　
　
　
昨
年
宋
か
ら

　
土
星
輪
が
漸
次
細
く
く
見
ね
る
や
う
に
な
っ
て
來
ヤ
5

そ
し
て
途
に
今
年
の
夏
へ
か
け
て
愈
舟
我
が
地
球
が
此
の
土

星
輪
の
李
面
を
通
過
す
る
こ
ビ
三
度
、
其
の
た
び
毎
に
吾
々

か
ら
見
で
み
れ
ば
輪
が
細
く
一
直
線
に
な
っ
て
消
ね
て
了
う

や
う
に
見
ね
る
の
で
あ
る
Q
か
う
い
ふ
事
件
は
土
星
が
太
陽

の
ま
は
り
を
一
週
す
る
三
十
年
間
に
二
度
、
帥
ち
約
十
五
年

に
必
ず
一
画
起
る
こ
ご
な
の
だ
が
、
こ
ご
に
よ
る
ざ
偶
然
に

土
星
ご
太
陽
ご
合
の
時
に
起
つ
だ
り
す
る
ご
其
の
場
合
に
は

親
望
不
可
能
だ
か
ら
、
更
に
次
の
時
機
ま
で
、
即
ち
三
十
年

の
後
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
こ
ε
も
あ
る
。
し
て
見
る
ご

天
文
現
象
の
内
で
は
比
較
的

　
　
　
　
稀
な
　
事
件

で
あ
る
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
尤
も
之
れ
は
一
遊
星
の

形
状
の
鍵
化
で
あ
る
か
ら
、
肉
眼
で
は
全
く
見
る
こ
ざ
が
出

來
な
い
、
望
遠
鏡
で
も
充
分
な
こ
ご
を
言
へ
ば
、
百
倍
以
上

の
倍
率
を
用
み
な
け
ば
此
の
興
昧
あ
る
現
象
を
見
る
こ
ご
が

出
來
な
い
。
強
い
て
言
へ
ば
、
肉
眼
で
見
て
、
此
の
土
星
輪

の
消
失
頃
、
土
星
の
現
視
光
度
が
最
も
弱
く
な
る
こ
い
ふ
だ

け
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の

　
　
　
　
レ
　
コ
　
一
　
ド

ご
し
て
は
土
星
輪
の
消
失
は
、
一
七
八
九
－
九
〇
年
、
一
八

三
ニ
ー
一
二
年
、
　
帰
八
四
七
一
八
年
、
　
一
入
山
ハ
一
－
二
年
、
　
一

八
七
八
年
、
一
八
九
一
年
、
一
九
〇
七
－
入
年
に
親
号
せ
ら

れ
陀
。

　
此
の
度
は
昨
年
か
ら
本
年
へ
か
け
て
、
地
球
が
土
星
輪
の

李
面
を
績
け
さ
ま
に

　
　
　
　
三
　
度
通
過

す
る
・
1
一
即
ち
輪
の
清
失
が
三
度
起
る
の
だ
が
、
其
の
三
度

な
が
ら
立
振
に
観
望
が
出
來
る
の
で
、
誠
に
好
都
合
ε
言
ふ

べ
き
で
あ
る
〇
三
度
ご
は

　
（
一
）
　
大
正
九
年
十
一
月
入
日
　
地
球
が
土
星
輪
の
李
面



So

　
　
を
南
か
ら
北
へ

　
（
二
）
　
大
正
十
年
二
月
二
十
三
ロ
　
同
じ
く
北
か
ら
南
へ

　
（
三
）
　
大
正
十
年
八
月
四
H
　
同
じ
く
南
か
ら
北
へ

鍵
此
等
の
現
象
ご
件
っ
て
、
太
陽
が
亦
土
星
輪
の
李
面
を
通

過
す
る
の
が
大
正
十
鉱
四
月
十
目
頃
に
起
る
の
で
、
そ
の
結

果
、
四
月
十
日
ま
で
は
土
星
輪
は
南
側
の
み
が
照
さ
れ
て
み

た
の
が
、
此
の
日
以
後
は
北
側
が
日
光
を
受
け
る
こ
ε
に
な

る
o
l
一
之
れ
も
亦
面
白
く
観
望
が
出
上
る
の
で
あ
る
。

　
過
去
十
五
ケ
年
間
、
土
星
は
其
の
輪
の
南
側
の
み
を
吾
々

に
見
せ
て
み
た
の
で
み
つ
て
、
特
に
輪
が
最
も
銀
賞
く
見
ね

た
の
は
去
る
一
九
一
四
年
で
あ
っ
だ
。
其
の
以
後
、
輪
…
は
次

第
に
細
っ
て
來
て
途
に
咋
年

　
　
　
　
十
幽
月
八
白

に
は
一
線
に
し
か
見
ね
な
い
一
1
帥
ち
輪
の
形
が
全
く
消
ね

た
の
で
あ
る
。
土
星
の
輪
…
は
今
日
の
學
論
で
は
。
極
め
て
微
粒

の
天
騰
が
霧
集
し
た
ま
、
で
、
そ
れ
λ
V
別
々
に
土
星
の
引

力
の
作
用
を
受
け
て
其
の
周
國
を
公
選
し
て
み
る
ご
考
へ
ら

れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
昔
し
か
ら
度
々
観
測
さ
れ
π
こ
こ

ろ
に
よ
る
ε
、
此
の
輪
の
厚
さ
は
頗
る
僅
か
で
、
角
度
で
言

っ
て
百
分
の
一
秒
に
も
足
り
な
い
、
里
数
に
し
て
一
里
に
も

達
し
な
い
も
の
だ
ろ
う
ざ
信
じ
ら
れ
て
み
る
の
だ
か
ら
、
此

の
輪
が
全
く
一
直
線
に
な
っ
て
了
へ
ば
、
如
何
な
る
望
遠
鏡

で
も
之
れ
を
認
め
る
こ
ご
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
但
し

此
の
時
、
太
陽
が
輪
の
卒
面
外
に
あ
っ
て
其
の
南
側
を
照
し

て
み
る
か
ら
、

　
　
　
　
輪
の
　
蔭
が

黒
い
線
の
や
う
に
な
っ
て
土
星
の
表
面
に
投
げ
ら
れ
て
見
ね

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
此
の
輪
消
失
の
時
に
は
、
昔
し

か
ら
諸
思
者
の
観
測
し
π
ε
こ
ろ
に
よ
る
ご
、
決
し
て
何
も

の
も
見
ね
な
．
い
の
で
は
な
い
。
米
里
の
バ
ア
ナ
ァ
ー
3
敷
授
は

一
九
〇
七
年
の
時
に
、
一
種
星
雲
状
の
節
の
や
う
な
も
の
．
が

左
右
に
二
つ
づ
、
見
ぬ
た
ど
言
っ
て
、
有
名
な
ス
ケ
ッ
チ
を

螢
表
し
π
こ
ご
が
あ
り
、
（
口
絡
墾
照
）
術
同
士
な
現
象
は
ス

ト
ル
ー
フ
ェ
や
レ
イ
等
も
見
て
み
る
。
此
等
の
本
性
は
ま
だ

わ
か
ら
な
い
け
れ
ざ
、
兎
に
角
野
里
の
熱
心
な
る
観
測
家
に

残
．
さ
れ
柁
問
題
で
あ
る
〇

　
十
一
月
八
日
以
後
、
地
球
は
土
星
輪
の
雫
面
を
外
れ
る
か

ら
輪
は
再
び
或
る
幅
を
も
っ
て
來
る
の
で
あ
る
が
、
茄
の
際

我
が
地
球
に
向
い
て
み
る
の
は
輪
の
北
側
で
あ
り
、
触
れ
に

恥
し
て
太
陽
の
光
を
受
け
て
み
る
の
は
南
側
で
あ
る
か
ら
、
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吾
〃
は
直
接
に

　
　
　
　
輝
い
た
掌
面
は

見
ね
な
い
筈
で
あ
る
の
に
、
望
遠
鏡
で
観
れ
ば
弱
く
光
っ
た

輪
の
形
が
確
か
に
見
ね
る
の
で
あ
る
。
之
れ
は
一
見
頗
る
不

合
理
な
や
う
で
、
以
前
か
ら
多
く
の
學
説
を
生
ん
で
み
る
が

今
日
の
偉
者
は
、
膨
れ
重
質
土
星
輪
の
集
面
的
構
造
が
猛
り

密
で
な
い
た
め
、
　
一
面
に
受
け
だ
光
が
他
の
面
に
漏
れ
て
み

る
の
で
あ
ら
う
ご
言
っ
て
み
る
。
此
の

　
　
　
　
屠
輪
　
の
　
幅

は
昨
年
末
十
二
月
三
十
一
日
に
極
大
に
達
し
て
、
其
れ
か
ら

は
叉
縮
少
し
始
め
、
途
に
來
る
二
月
二
十
三
日
に
至
っ
て
、

地
球
が
再
び
此
の
土
星
輪
の
鏡
面
を
横
切
る
（
北
か
ら
南
へ
）

セ
め
、
輪
は
消
失
す
る
Q
此
の
時
は
大
鰹
の
情
況
が
十
一
月

八
日
の
時
ざ
同
し
で
あ
る
が
、
只
、
太
陽
が
前
に
比
べ
て
、

よ
ほ
こ
輪
の
面
に
近
づ
い
て
側
て
み
る
か
ら
、
土
星
面
に
投

げ
る
輪
の
蔭
は
そ
れ
だ
け
細
い
わ
け
で
あ
る
〇
二
月
二
十
三

日
以
後
、
地
球
の
運
行
に
よ
っ
て
、
輪
は
中
心
や
始
め
る
。

此
の
揚
合
は
輪
の
南
側
が
照
さ
れ
て
み
る
の
を
同
じ
ぐ
南
側

か
ら
見
る
の
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
輪
は
輝
い
て

み
る
。
ε
二
う
が
三
月
入
日
に
な
る
ご
土
星
の
人
類
（
湿
り

に
居
る
ご
し
て
）
か
ら
見
て
、
地
球
ビ
太
陽
ε
が
同
じ
緯
度

を
も
つ
や
う
に
な
る
か
ら
、
此
め
場
合
、
吾
が
地
球
上
の
槻

漁
者
に
は
、
土
星
面
に
投
げ
ら
れ
た
輪
の
蔭
が
全
く
消
ね
る

の
で
あ
る
。
此
の
後
は
地
球
ざ
太
陽
ご
が
今
ま
で
位
貴
を
交

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ぬ

代
し
て
太
陽
の
方
が
よ
り
北
に
な
る
か
ら
、
蔭
は
南
へ
投
げ

　
　
　
　
四
月
　
十
　
日

に
至
っ
て
太
陽
が
土
星
輪
の
孕
面
を
通
遇
す
る
。
此
の
時
は

嚴
密
に
言
へ
ば
太
陽
鳳
輪
の
北
側
も
南
側
も
照
ら
す
の
で
な

い
か
ら
、
叉
ち
よ
つ
ご
愛
な
具
合
で
あ
る
が
、
し
か
し
實
際

は
太
陽
が
形
ち
の
頗
る
大
き
な
天
運
で
あ
る
か
ら
、
此
の
太

陽
が
土
星
輪
の
側
面
を
始
め
か
ら
終
り
ま
で
蓮
過
し
切
る
の

に
無
慮
八
十
九
時
間
、
帥
ち
大
約
四
ク
月
か
、
る
の
で
あ
る

そ
れ
で
土
星
輪
の
光
り
は
徐
々
に
愛
化
し
て
行
く
の
み
で
、

仁
愛
が
な
く
、
叉
輪
の
爾
側
が
同
時
に
太
陽
の
別
の
部
分
で

照
ら
れ
る
か
ら
、
此
の
場
合
に
、
輪
が
全
然
姿
を
か
く
す
ご

ど
は
無
い
。
中
等
の
望
遠
鏡
で
常
に
見
ね
る
〇

四
月
十
日
以
後
は

　
　
　
　
再
び
疇
輪
が

見
ね
る
や
う
に
な
る
。
蓋
し
太
陽
は
土
星
輪
の
北
面
を
照
ら
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し
、
地
球
か
ら
は
同
じ
輪
の
南
側
の
み
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
。
三
輪
は
五
月
十
五
日
に
至
っ
て
極
大
の
幅
を
見
せ

そ
れ
か
ら
再
び
細
く
な
っ
て
、
途
に
八
月
四
日
に

　
　
　
　
　
消
失
の
最
絡

を
現
は
す
。
次
は
大
正
二
十
五
年
の
春
ま
で
土
星
輪
は
大
攣

骨
な
し
に
永
く
吾
々
に
其
の
北
側
を
の
み
見
せ
る
の
で
あ
る

　
因
に
l
l
土
星
は
此
頃
謝
々
槻
重
し
易
い
位
置
に
や
っ
て

　
來
た
〇
二
月
の
初
め
は
毎
夜
九
時
に
東
天
か
ら
出
現
し
て

　
木
星
を
追
ふ
の
で
あ
る
が
、
同
月
中
頃
に
は
八
時
、
末
に

二
郎
詞
・
響
禽

…
叢
率
蓼
、

　講
1

　
　
　
　
　
や
い
　

缶

噸

，
鴨
」

、

は
七
時
こ
な
り
、
途
に
三
月
十
二
甘
に
衝
こ
な
る
其
時
は

地
球
に
最
も
近
く
て
距
離
十
三
億
キ
ロ
（
三
億
里
除
。
）
其

の
後
も
翌
々
出
現
が
早
く
な
っ
て
、
盛
夏
の
頃
は
夕
暮
時

僅
か
西
天
に
見
ゆ
る
の
み
こ
な
り
、
逮
に
九
月
二
十
三
日

に
合
こ
な
る
。
　
（
第
五
五
頁
へ
績
く
）

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
2
＞
一

　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ね
　
　
カ
　
　
も

　
　
　
天
文
學
談
話
會
（
臣
。
・
茸
3
0
日
一
s
δ
o
奪
。
屠
9
一
8
）

　
敷
年
前
か
ら
京
都
大
學
星
野
研
究
室
で
は
定
期
的
に
天
才
學
談
話
・
曾
こ

ゼ
ふ
會
合
が
開
か
れ
て
る
る
。
殴
れ
は
專
平
家
の
諸
教
二
二
々
中
心
争
し

れ
純
研
究
的
な
も
の
で
、
時
々
は
欧
来
學
界
の
新
し
い
論
丈
等
の
紹
介
も

あ
る
。
集
ろ
者
は
圭
に
大
學
の
教
官
職
員
及
び
學
塵
で
、
趣
ゆ
て
打
ち
解

　
　
け
れ
自
由
取
會
で
あ
ろ
。
此
の
頃
は
毎
月
第
一
及
び
第
三
木
畷
の

㌧
　
蜘
　
h

　
　
　
恕

熱
，
玄
海
灘

　
辱
　
F　
三

無
q

鑛
灘

　　i’最
，

ド
　
．

鍔
翻
獄℃
鰹」

・…，Ag　’　・．　i　1　ny
L転 @　　pt：鱒

劉・富

麗．隔 午
後
四
時
か
ら
で
あ
ろ
が
、
い
つ
も
興
が
湧
い
て
H
浸
の
散
會
が

憎
ま
れ
ろ
。

　
　
最
近
の
會
合
は
左
の
通
り
で
あ
っ
れ
l
l

　
大
正
九
年
十
一
月
九
口
　
第
三
十
一
回
談
話
會

　
　
皆
勤
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
山
本
助
教
授

　
　
彗
星
口
○
。
Q
。
二
｛
ピ
山
羊
星
流
星
群
…
…
…
…
…
…
古
川
龍
城
氏

　
同
・
＋
一
月
十
六
日
第
三
十
二
回
談
話
會

　
　
太
陽
の
自
輔
に
つ
ゼ
て
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
山
本
助
教
授

　
　
射
手
座
及
楯
座
の
星
雲
及
星
團
窺
眞
…
…
…
…
：
・
川
崎
俊
一
氏

　
　
夜
空
の
明
る
さ
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
新
城
　
教
授

　
同
　
　
十
二
刀
ニ
ロ
　
第
三
十
三
回
談
話
會
　
　
　
．

　
　
N
型
星
の
ス
ペ
ル
ト
〃
の
特
徴
…
…
…
…
…
…
；
・
山
本
助
教
授

　
同
　
　
　
十
二
月
十
山
ハ
日
　
　
第
三
十
四
回
談
話
八
曾

　
　
氷
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
在
米
松
山
助
教
授
の
研
究
紹
介
…

　
　
…
…
…
…
…
：
…
。
…
…
…
…
・
・
…
…
・
…
・
：
…
・
…
山
本
助
教
授

　
　
學
術
研
究
會
議
に
つ
い
て
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
新
城
　
教
授

　
門
人
｝
止
山
－
年
一
秘
戯
十
一
二
日
　
　
舗
叩
一
こ
み
一
」
一
儲
凹
談
肱
一
命
口

　
　
恒
星
の
直
径
測
定
に
干
渉
法
な
慮
用
ぜ
ろ
一
、
イ
ケ
〃
…
…
…
…

　
　
ソ
ソ
氏
の
成
功
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
山
本
助
教
授

　
　
米
國
ア
リ
ソ
ナ
州
の
限
石
落
下
灘
…
…
…
…
…
…
新
城
　
教
授
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事
等
か
ら
太
陽
出
掛
騰
の
軌
道
を
考
へ
た
ら
其
復
離
な
事
が

思
ひ
や
ら
れ
る
併
し
一
定
の
規
則
を
守
て
古
れ
な
い
の
を
見

る
ざ
天
測
の
微
妙
な
事
が
叉
驚
か
れ
る
で
は
な
い
か

　
案
ず
る
に
大
陽
係
が
未
だ
星
雲
歌
を
成
し
て
居
π
時
代
に

他
の
恒
星
月
か
ら
見
セ
な
ら
ば
猟
犬
座
の
星
雲
及
一
般
の
星

雲
が
渦
状
を
現
し
て
居
る
の
ご
同
様
に
確
に
見
受
け
ら
る
、

に
相
違
な
い
引
い
て
他
の
恒
星
系
も
連
星
愛
光
星
星
團
等
が

あ
っ
セ
リ
し
て
軍
需
の
星
は
無
い
様
に
瓜
は
れ
る
か
ら
此
等

も
皆
移
動
し
て
居
る
巴
す
れ
ば
矢
張
同
様
に
渦
状
運
動
こ
な

る
べ
き
筈
で
あ
る
銀
河
系
全
禮
も
一
つ
の
大
き
な
判
然
運
動

を
し
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
云
ふ
説
も
あ
る
通
り
宇

宙
は
大
小
の
渦
状
性
の
物
が
集
っ
て
大
渦
状
の
天
長
を
形
造

っ
て
居
る
事
に
私
は
結
論
す
る

　
　
　
　
土
星
の
序
で
（
第
五
二
頁
の
響
）

　
土
星
は
我
が
太
陽
系
に
属
す
る
遊
星
中
、
大
き
さ
か
ら
言

へ
ば
木
星
に
次
ぐ
第
二
位
で
、
直
径
は
三
萬
一
千
里
、
地
球

上
か
ら
見
て
み
る
ご
李
均
直
穫
二
十
秒
あ
る
。
だ
か
ら
百
倍

の
望
遠
鏡
で
見
れ
ば
肉
眼
で
月
を
見
元
よ
り
は
少
し
大
き
く

見
ね
る
わ
け
で
あ
る
。
光
り
は
ざ
つ
ご
一
等
星
程
度
、
之
れ

が
大
凡
そ
三
十
年
の
周
期
で
天
を
　
週
す
る
の
で
。
東
洋
で

も
西
洋
で
も
早
く
か
ら
此
の
星
は
知
ら
れ
て
み
る
。
但
し
輪

の
あ
る
こ
ご
を
認
め
π
の
は
今
よ
り
三
百
年
前
の
ガ
リ
レ
オ

の
望
遠
鏡
が
最
初
で
あ
っ
把
。
し
か
し
此
の
輪
を
正
し
く
「

輪
」
だ
こ
見
把
の
は
、
む
し
ろ
ハ
イ
ゲ
ン
ス
（
国
曙
町
①
屡
）
で
、

そ
れ
は
エ
ハ
五
六
年
で
あ
っ
セ
。
ガ
リ
ゾ
オ
は
望
遠
鏡
の
倍

牽
が
低
く
か
つ
π
、
め
軍
に
土
星
の
左
右
に
何
だ
が
附
置
物

み
た
い
な
も
の
が
、
く
つ
、
い
て
る
る
ご
見
把
。
木
星
や
火

星
の
形
に
比
べ
て
此
の
土
星
が
い
か
に
も
珍
ら
し
い
の
で
、

乱
心
に
観
測
は
し
把
ら
し
い
が
、
輪
の
本
性
に
つ
い
て
は
、

一
六
四
二
年
彼
れ
が
死
組
ま
で
は
其
の
眞
相
を
了
解
し
盆
ね

セ
。
殊
に
磯
見
後
間
も
な
く
＝
ハ
＝
一
年
十
二
月
に
は
例
に

よ
っ
て
此
の
輪
が
一
時
見
ぬ
な
く
な
っ
た
の
で
彼
は
非
常
に

驚
い
π
こ
い
ふ
。

　
此
頃
の
や
う
な
特
別
な
時
で
な
け
れ
ば
、
土
星
は
何
時
見

て
も
奇
麗
な
輸
の
御
化
粧
姿
が
総
て
の
人
を
喜
ば
す
。
自
分

は
今
ま
で
多
一
の
人
々
に
天
騰
を
見
せ
た
が
貴
賎
高
下
の
別

な
く
月
ご
土
星
ご
を
嬉
し
が
ら
な
い
者
は
な
い
。
弓
勢
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
さ
へ
唯
何
ご
な
く
土
星
に
は
常
に
輪
が
あ
乏
も
の
こ
思
ひ

込
ん
だ
心
持
ち
で
る
る
。
そ
れ
で
昨
今
暇
を
得
て
此
の
土
星

を
望
見
す
る
ご
在
る
べ
き
筈
の
輪
拡
殆
ん
ざ
全
く
見
ね
す
ロ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

僅
か
赤
遡
上
に
細
い
線
が
ち
ら
ツ
ご
見
ぬ
る
ば
か
り
、
い
か

に
も
淋
し
い
ご
言
へ
ば
淋
し
い
◎
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「一

岡
山
天
文
毫
の
計
叢

岡
山
が
、
氣
候
温
和
で
あ
b
曇
天
が
少
一
て
晴

天
が
比
較
的
多
く
、
書
二
又
は
夏
冬
の
問
に
於
い
て

温
度
の
七
二
な
ぐ
、
又
強
風
の
日
が
多
く
な
い
等
、

い
ろ
く
氣
象
上
の
都
合
を
考
へ
て
見
る
ε
、
全
く

有
力
な
る
天
丈
肇
建
設
の
候
補
地
ビ
い
ふ
べ
き
で
あ

る
。
更
に
二
郎
の
地
は
中
國
に
於
け
る
文
化
の
一

大
中
心
で
昔
し
か
ら
名
君
賢
士
多
一
排
出
し
把
こ

こ
ろ
、
今
日
は
我
が
同
好
會
員
も
九
十
名
に
垂
ん
こ

し
、
一
般
人
士
の
天
文
學
に
回
す
る
興
味
ご
理
解
の

普
及
し
て
み
る
鐵
に
於
て
京
阪
憩
に
も
劣
ら
な
い
獣

態
に
あ
る
。

　
今
や
我
が
日
本
が
戦
後
の
新
時
代
に
．
入
り
、
杜
會

叉
文
化
の
大
登
展
期
に
際
聾
し
て
．
み
る
秋
、
近
世
科

學
の
精
華
ε
い
ふ
べ
き
天
丈
學
研
肇
の
た
め
旦
堰
新

式
の
天
文
毫
が
先
づ
此
の
岡
山
に
建
て
ち
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
我
が
同
好
會
は
こ
、
に
岡
山
天
文

皇
建
設
の
計
書
を
廣
く
江
湖
に
登
表
し
、
時
代
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

求
ε
、
内
外
人
士
の
賛
同
に
よ
っ
て
罷
れ
が
湘
南
の

期
の
遠
か
ら
ず
來
ら
ん
こ
ビ
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

～

〔
壽
老
入
〕
の
出
現

　
七
腸
憩
の
中
で
、
壽
老
人
ε
い
ふ
の
は
星
奄
擬
人
化
・
し
痕
も
の
で
、
其
の

星
は
帥
ち
今
の
ア
ル
ゴ
座
ア
星
一
名
ヵ
ノ
プ
ス
の
・
ミ
な
の
で
あ
ろ
。
（
第

一
號
六
頁
一
等
星
表
滲
照
。
）
此
の
星
は
シ
リ
ウ
ス
に
次
ぐ
大
光
輝
の
所
有

者
で
あ
る
か
ら
、
地
球
上
の
南
野
球
で
は
此
等
の
二
星
げ
常
に
天
の
衆
星
潜

歴
す
ろ
明
星
で
あ
る
。
し
か
し
痩
念
に
も
北
牛
球
で
は
カ
ノ
プ
ス
の
見
レ
2
る

暗
が
稀
で
あ
ろ
。
此
の
星
は
赤
緯
南
五
＋
二
度
牛
で
あ
る
か
ら
我
が
日
本
で

も
新
潟
三
編
自
島
…
以
北
は
全
く
見
ぴ
2
な
い
σ
否
中
・
三
目
一
本
で
さ
へ
も
中
々
む
つ

か
・
し
い
場
合
が
多
い
。

　
カ
ノ
プ
ス
ば
毎
年
二
月
置
末
か
ら
三
月
の
始
め
、
H
没
後
低
く
南
の
地
李

線
、
上
に
見
ね
る
の
で
あ
る
か
ら
、
丁
度
今
が
最
好
期
ミ
い
へ
や
う
。
葬
君
の

中
で
熱
心
家
は
南
に
障
害
物
の
無
ゼ
場
所
に
立
っ
て
」
去
れ
か
灘
星
ぜ
ら
ろ

㌧
の
も
一
興
で
あ
ら
う
。
昔
・
し
か
ら
壽
老
人
の
現
は
れ
る
歳
は
幸
輻
の
歳
で

あ
ろ
ミ
い
ふ
迷
信
が
信
じ
ら
れ
て
カ
た
。
ピ
い
っ
て
別
に
歳
に
よ
っ
て
見
を
2

る
歳
ぜ
見
レ
2
な
い
歳
ミ
が
あ
ろ
わ
け
で
な
く
，
毎
年
必
す
一
定
の
時
機
に
見

レ2

驕
D
へ
き
筈
な
の
だ
が
、
、
威
望
線
か
ら
上
ろ
ニ
ミ
が
少
な
い
も
の
だ
か
あ
時

々
は
低
い
雲
に
妨
げ
ら
れ
ぬ
り
し
て
實
際
は
見
レ
2
る
時
が
坐
な
か
つ
れ
の
で

あ
ら
う
Q


